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研究発表①核医学部門 座長集約 
前橋赤十字病院 星野 洋満 
 










演題 2．「当院における FDG-PET 検査時の薬剤投与方法の精度について」 




















 研究発表①放射線治療部門 座長集約 
 日本赤十字社医療センター 丸山大樹 
 






























 研究発表② CT 部門 座長集約 
                      成田赤十字病院 笹田 勇造 
 
演題５ 
深谷赤十字病院 長沼紗由美氏による「単色 X 線等価画像を利用したワークステーション
（WS）業務の作業効率の検討」の発表であった。DualEnergy による仮想単色 X 線等価画
像から造影効果の上昇を利用し、造影剤の注入速度を低減かつ時相のタイミングを変化さ















長崎原爆諫早病院 松尾俊哉氏による「低線量肺がん CT 健診の質の向上を目指して～１０







役割として低被ばくをより明確化しなくてはいけない。肺がん CT 健診認定機構や AAPM
から CT における被ばく線量の上限が設定されているがそういった数値に着目し今後の撮
影において線量低減にも期待したいところである。 
 会員研究発表② CT 部門 座長集約 
                      大阪赤十字病院 吉澤 雄介 
 
演題 8 「脳 CT perfusion 検査における 4DCTA 画像再構成の時間短縮」 
伊勢赤十字病院 河口 洋平 







演題 9 「急性期脳梗塞における CT perfusion 処理の時間短縮について」 
伊勢赤十字病院 幕谷 幸弘 
伊勢赤十字病院では画像診断がCT firstで急性期脳梗塞治療を 365日 24時間対応で行っ





QC 手法の実施期間も約 1 年という長い期間であったが、結果として適正な画像を迅速に医
師に提供でき、急性期脳梗塞 IVR を行う一助となったといえる研究発表であった。 
 当院では CT perfusion 検査の件数は少ないが、放射線科として安定した画像提供を医師
に行うために必要な検討であり、今後の参考にしたい。 
演題 10 「ADCT を利用した使用列数の違いにおける散乱線量に与える影響の基礎的検討」  
徳島赤十字病院 笠井 洋平 








研究発表③一般撮影・透視部門 座長集約  
                            松江赤十字病院 佐藤知子 
 
演題 11 「FPD システムにおける腹部撮影条件の検討」は大分赤十字病院 熊谷誠氏に





























 研究発表③ （MRI）（医療情報・教育・その他） 座長集約 
                            深谷赤十字病院 中山 進 
 
演題１４「MRI対応カプノメーターの使用経験」日本赤十字社和歌山医療センターの二木崇
人氏の発表は、日本小児科学会・日本小児麻酔科学会・日本小児放射線学会の 3 学会から
出された「MRI検査時の鎮静に関する共同提言」で強く推奨されているカプノメーターの使
用経験に、システムの概要、小児鎮静時マニュアルの作成（監視に専念する看護師の配置、
救急カートの整備など）、成人のカプノメーターの使用経験に関する発表であった。馴染み
の薄いカプノメーターの動作説明を、動画を用いて視覚的に訴えたことが良かった。また
高額なカプノメーターを有効に医療安全に生かしているものであった。当院では、この発
表を期にカプノメーターのメーカー説明会（技師、看護師）を開催し、運用マニュアルの
作成に取り掛かった。この演題に感謝したい。 
 
演題１５「一次サーバー導入による紹介患者へのサービス向上」神戸赤十字病院の小川宗
久氏は、紹介患者の CD閲覧（診察室）でのストレスを、一次サーバーを導入してカルテ上
で閲覧を可能にすることにより、医師のストレスを軽減し、かつ迅速に院内で画像参照が
できるため、紹介患者へのサービス向上に繋がったと言う発表であった。発表の流れが具
体的で分かり易く、問題点と改善点を明確にしていた。ここで特記したいことは、PACS へ
の取り込みを医師のオーダーとした点であろう。（PACSへの取り込み件数が三分の一程度に
減少した理由と考えられる。）他施設の画像データーの PACS への取り込み量の増加は、ど
の施設にとっても問題となっている。参考になるシステムと思われた。 
 
演題１６「中部ブロック・診療放射線技師の人事交流を経験して」高山赤十字病院の中井
良則氏は、自身が経験した伊勢赤十字病院への 6 か月間の人事交流についての発表であっ
た。まず、両施設の技師長の努力とそれを認めた病院幹部に敬意を表したい。人事交流を
通じて、診療放射線技師としての資質・能力の向上を図ると言う目的は素晴らしいと思わ
れる。今回の発表では、賠償責任保険・宿泊先の件や、研修業務の内容などいくつかの問
題点を双方の施設間で協議し決定したとあるが、関係者は大変であったと推測される。交
換研修職員は、素晴らしく貴重な体験をしたと思われるが、両施設からの人事交流に対す
る評価があれば、もっと人事交流の必要性や問題点が浮かび上がったと思われる。いくつ
もの問題点を乗り越えて、人事交流が行えることを期待したい。 
 
